
シンポジウム

法を学び、組織で働くということ
～組織内法務の現状と未来～

【主催】
 京都産業大学
 立命館大学
 龍谷大学

【協力】
 同志社大学

2015
４
25 (Sat.)

キャンパスプラザ京都14:00

17:00
第３講義室
〒600-8216　京都市下京区西洞院通塩小路下る東塩小路町939
京都市営地下鉄烏丸線、近鉄京都線、JR各線「京都駅」下車。
徒歩5分。

第１部　基調講演「組織内弁護士について」
森田　慈心氏　大幸薬品（株）社内弁護士〔ＪＩＬＡ関西支部事務局次長〕

第２部　パネルトーク 様々な組織で働く修了生にご登壇いただき、
その特徴や業務内容の多様性、キャリアの
魅力や将来性について語っていただきます。

本シンポジウムの趣旨

（パネリスト）
・澤　芳秀〔京都産業大学修了　ＪＡ兵庫中央会）
・金島　秀治〔立命館大学修了　食品メーカ法務担当者〕
・高橋　厚至郎〔龍谷大学修了　相馬市企画政策部〕

【主催】京都産業大学・立命館大学・龍谷大学
【協力】同志社大学

第３部　コメント・質疑応答

企業法務、企業内弁護士など、法科大学院修了
後、企業や官公署、公的団体などで業務を行う
人は年々増えています。
そこで､様々な組織で活躍中の法科大学院修了
生に、法を学ぶ意義、組織内法務のやりがいな
どをお伝えいただきます。

～キャリア選択のひとつとして～

草鹿　晋一 京都産業大学大学院法務研究科
副研究科長

電話：075-705-1564
FAX：075-705-2959
Email：law-school-jim@star.kyoto-su.ac.jp

お問い合わせ先

法を学び、組織で働くということ

（総合司会）　草鹿晋一　〔京都産業法科大学院　教授〕

（コメンテーター）
　米田憲市〔鹿児島大学法科大学院　教授／鹿児島大学司法政策教育研究センター長〕


